
３章 集合と論理と統計 

まとめの問題 

 

1 標準 

 ⑴ 正しい。  ⑵ 正しい。 

 ⑶ しくない全体集合なので，　正 ΩAA c
  

 ⑷ cAA  なので，正しい 

 ⑸ ABc  なので，  BBBA c
  つまり， BA  となり， BA   に矛盾する。よって，正

しくない 

 ⑹ 正しい。  ⑺  A より，正しい 

 

2 標準 

 ⑴ 正しい  ⑵ 正しい 

⑶ 3000m 以上かつ 1000m 以下になることはないので，正しくない 

⑷ 21  yx ， とすると， 0＞xy だが， 01＞ かつ 02＞ は正しくないので， )，()，( 21 yx はこ

の命題の反例。よって，正しくない 

⑸ これも⑷と同じ )，()，( 21 yx が反例となるので，正しくない 

⑹ 対偶をとると 0x → 0≦xy となるが，もちろん， 0x ならば 00 ≦xy となり，この命題は正

しい。よって，その対偶も正しい命題となる 

 

3 標準 

 ⑴  
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4 発展 
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